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Abstract 
Charlotte (1816–55), Emily (1818–48) and Anne (1820–49) Brontë are together known as the “Brontë sisters.” Since the 
works of the sisters were published, much critical attention has been focused on the Brontë sisters, but not on their brother 
Branwell (1817–48). For many years in the past, he was regarded not as a great writer but as a burden on his sisters. 
Therefore, he had been ignored by critics. For example, unlike Charlotte and Emily, he was not featured in Brontë Society 
Transactions, the journal of the Brontë Society, to mark the 150th anniversary of his birth in 1967. However, the Brontë 
Society published the 200th anniversary issue of the same journal in 2017 to celebrate Branwell. This is a proof that his 
works, especially his poetry, have attracted many critics recently. Over the past 50 years, he has gradually been recognized 
as a writer who is worth reviewing, like his sisters. As a part of the history of the criticism of Branwell Brontë, this paper 
investigates an image of Branwell in Brontë Society Transactions from 1895 to 1999. 
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はじめに 
 
 ブランウェル・ブロンテ（Branwell Brontë, 1817-
48）は、『ジェイン・エア』（Jane Eyre, 1847）の作
者シャーロット・ブロンテ（Charlotte Brontë, 1816-
55）の弟であり、『嵐が丘』（Wuthering Heights, 
1847）の作者エミリ・ブロンテ（Emily Brontë, 1818-
48）の兄に当たる。姉妹たちが世界的に有名な作家
であるのに対し、ブランウェルの名は、世間一般に
は知られていないか、もしくは知られていたとして
もあくまでブロンテ姉妹の兄弟としての位置づけで
あり、彼自身が作家としてみなされることはないで
あろう。それもブランウェルに付きまとうのは、良
いイメージではなく、姉妹にとってのお荷物という
悪いイメージである。確かに彼は、仕事はどれも長
続きせず挫折ばかりし、家庭教師先の女主人と不倫
関係に陥り、挙句の果てに酒とアヘンに溺れ身を持
ち崩すという末路を辿った。 
シャーロットの死後に『シャーロット・ブロンテ
の生涯』（The Life of Charlotte Brontë, 1857）を執
筆したエリザベス・ギャスケル（Elizabeth Gaskell, 
1810-65）は、当時世間で評判の悪かったシャーロッ
トのイメージを払拭すべく、その伝記の中で弟ブラ
ンウェルの悪いイメージを読者に強調することでシ
ャーロットの印象を良くしようと試みた。その試み
は見事に功を奏したが、その代わりブランウェルに
対する悪いイメージはその後も長く続くことになる。 
 
For the last three years of Branwell’s life, he 
took opium habitually, by way of stunning 
conscience; he drank, moreover, whenever he 
could get the opportunity. . . . For some time 
before his death he had attacks of delirium 
tremens of the most frightful character; he slept 
in his father’s room, and he would sometimes 
declare that either he or his father should be 
dead before morning. The trembling sisters, sick 
with fright, would implore their father not to 
expose himself to this danger; . . . (Gaskell 226-
227) 
 
晩年は酒浸りになり、父親の生命を脅かすほどの存
在として姉妹を悩ませていた姿を強調したギャスケ
ルの伝記の影響によって、成功した姉妹とは対照的
に、ブランウェルは一家で唯一の男子として背負わ
された期待を裏切った重荷と一般的にみなされるよ
うになった。そのため、不倫や飲酒の件が言及され
るばかりで、彼もまた姉妹同様に作品を執筆してい
たという作家としての側面に関しては長年見向きも
されなかった。 
 ところが、2017年にブランウェル・ブロンテの生
誕 200周年を記念して、英国ブロンテ協会の機関誌
『ブロンテ・スタディーズ』（Brontë Studies）1)第
42巻第 3号においてブランウェルの特集が組まれ、
彼に関する研究論文が集められた。生誕 200周年と
して 2016年にはシャーロットの特集、2018年には
エミリの特集も同機関誌において組まれている。と
ころが、さらに 50 年前にさかのぼり生誕 150 周年
の際には、シャーロットとエミリには‘Anniversary’
という語が与えられたが、ブランウェルに対してそ
のようなことはなかった 2)。つまり、この 50年の間
にブランウェルは、シャーロットやエミリと肩を並
べて単独で特集を組む価値がある存在へと変化した
ことになる。 
さらにブランウェルの特集が組まれた 2017 年以
降、2019年にもブランウェルに関する論文は同機関
誌にて発表され続けており、決して記念イベントの
みの存在というわけではなく、今後もさらなる研究
がなされていく可能性を大いに秘めた作家である。
本稿では、まず『ブロンテ・スタディーズ』に掲載
されたブランウェルに関する記事を数の観点から概
観し、その傾向を探る。そして、1895年の『ブロン
テ・スタディーズ』創刊号から、ブランウェル研究
の大きな節目となる Victor A. Neufeldtによる全集
3)の出版が完了した 1999 年までに同機関誌に投稿
された記事を時系列に考察し、ブランウェル・ブロ
ンテに与えられてきたイメージの変遷を辿る。 
 
1. Bob Duckettによる文献目録から見えて
くるもの 
 
2017 年発行の『ブロンテ・スタディーズ』第 42
巻第 3号のブランウェル・ブロンテ特集号において、
1895年から 2016年まで同機関誌に収録されたブラ
ンウェルに関連する文献目録が、Bob Duckettによ
ってまとめられている 4)。その際に Duckettはすべ
ての文献を年代順に並べるのではなく、7 つのカテ
ゴリに分類している。合計で 96 編が掲載されてい
るが、Duckett による各カテゴリと、そこに収録さ
れている文献件数を（ ）内で以下に記すと、「概略
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の大きな節目となる Victor A. Neufeldtによる全集
3)の出版が完了した 1999 年までに同機関誌に投稿
された記事を時系列に考察し、ブランウェル・ブロ
ンテに与えられてきたイメージの変遷を辿る。 
 
1. Bob Duckettによる文献目録から見えて
くるもの 
 
2017 年発行の『ブロンテ・スタディーズ』第 42
巻第 3号のブランウェル・ブロンテ特集号において、
1895年から 2016年まで同機関誌に収録されたブラ
ンウェルに関連する文献目録が、Bob Duckettによ
ってまとめられている 4)。その際に Duckettはすべ
ての文献を年代順に並べるのではなく、7 つのカテ
ゴリに分類している。合計で 96 編が掲載されてい
るが、Duckett による各カテゴリと、そこに収録さ
れている文献件数を（ ）内で以下に記すと、「概略
（‘General’）」（2）、「人生（‘Life’）」（32）、「ソープ・
グリーンとロビンソン夫人（‘Thorp Green and Mrs 
Robinson’）」（15）、「散文と手紙（‘Prose and letters’）」
（16）、「『嵐が丘』論争（‘The Wuthering Heights 
controversy’）」（7）、「詩（‘Poetry’）」（8）、「絵画と
音楽（‘Art and music’）」（16）である。これら 96編
には、研究論文だけではなく、ブランウェルに関す
る文献の書評、ブランウェルによる手紙や詩の掲載、
ブランウェルが描いた絵画の写真等、各記事の長さ
や内容の密度にかなりばらつきがあるので、単純に
数だけで比較はできないかもしれない。しかし、た
とえ短い記事であったとしても、ブランウェルにス
ポットが当てられている点は事実であるので、以下
文献数の比較を試みる。 
「人生」と「ソープ・グリーンとロビンソン夫人」
のカテゴリだけで全 96 編の文献の半数を占めてお
り、これまでブランウェルが取り上げられてきたの
は、伝記的関心の高さによるものである点が伺える。
「散文と手紙」における手紙や「『嵐が丘』論争」も
伝記的アプローチに近いであろう。ブランウェルに
限らずブロンテ研究において伝記研究は盛んである
が、シャーロットやエミリは作品研究もかなりなさ
れている点を踏まえると、ブランウェル研究の場合
は伝記色が姉妹に比べてもとりわけ濃く、伝記から
離れた作品の研究がなされる傾向はなかったと言え
る。また、「詩」のカテゴリは 8編であるのに対し、
「絵画と音楽」には 16編もの文献数があるように、
ブランウェルは作家としてではなく、画家としての
才能の方が早くから注目されてきたというのも一つ
の特色である。 
ただ、ブランウェル作品への注目がされづらかっ
た理由の一つに、テクストの不備があった。現在ブ
ランウェル作品の定本である Victor A. Neufeldt編
纂による全集が出版されたのは1997年から1999年
にかけてであった。それより先行する Tom 
Winnifrith によるブランウェルの詩集でさえ 1983
年に出版されている 5)。このように 20世紀末になる
まで彼の作品のテクストは整っていなかった。しか
も Neufeldtによる全集は、出版後長らく希少本とし
て入手困難な状況にあった。 
ところが、この Neufeldt 版全集は 2015 年に
Routledge 版 6)として復活し、現在はペーパーバッ
クや電子書籍でも入手可能である。また、2010年に
Oxford World Classics シリーズとして出版された
ブロンテの初期作品選集には、ブランウェルの作品
も収録されている 7)。このように以前とは異なり、
彼の作品が入手可能な状況になってきたという事実
が、作家としての彼に対する近年の関心の高まりを
示している。 
実際に、2016 年までを対象とした Duckett の文
献目録に含まれてはいない 2017 年以降に『ブロン
テ・スタディーズ』に掲載された論文には、ブラン
ウェルによるホラティウス（Horace）の翻訳に関す
る論考 8)、ブランウェルの一連の作品における主人
公アレグザンダー・パーシ （ーAlexander Percy）に
関する論考 9)、代表的な詩の一つである「キャロラ
イン」（‘Calorine’）の新たな解釈 10)など、作品の研
究が増えてきている。論文数を概観するだけでも、
伝記的側面への興味が支配的であったこれまでと、
作家とみなされるようになったブランウェル作品研
究が進められている現在という対比的縮図が見えて
くるのである。 
 
2. 年代別の文献数から見えてくるもの 
 
 Bob Duckettは収集した文献をカテゴリに分けた
が、本稿では Duckettが取り上げた文献を年代順に
追い、『ブロンテ・スタディーズ』において培われて
きたブランウェル像に迫る。Duckett による目録に
収録されている文献を年代別の本数に整理すると以
下のようになる。 
『ブロンテ・スタディーズ』が創刊された 1895年
から 1898 年にかけての文献数は 3 編であるが、次
に文献が出てくるのが 1921年である。1920年代に
は 5編、1930年代には 2編、1940年代には 4編、
1950年代には 8編、1960年代には 3編、1970年代
には 2編、1980年代には 9編であり、10年ごとに
算出しても 1桁であり文献数は少ないと言える。と
ころが 1990年代の 10年間で 20編と突然文献数が
上昇する 11)。特に 1990年代後半から数が増えてお
り、1999 年だけで 7 編ある。世紀が変わり、2000
年から 2004年の 5年間で 11編、2005年から 2009
年の間に 16編、2010年から 2014年の間に 13編あ
る。Duckett が対象としたのは 2016 年までである
が、2015 年と 2016 年には 0 編であった。そして
2017年のブランウェル・ブロンテ特集号に当たる第
42巻第 3号には、Duckettの文献目録も含めて 6編
の論文（うち 1編は過去の論文の再録）が掲載され、
続く第 42巻第 4号には 4編 12)、2018年には年間を
通して 0編であったものの、2019年には 6編 13)の
『ブロンテ・スタディーズ』におけるブランウェル像の変遷
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ブランウェルを主体とした論文や書評が同機関誌に
収録されている。 
Neufeldt は 1997 年から 1999 年にかけて出版し
た全集に先駆けてブランウェルの詩集を 1990 年に
出版している 14)。 1997 年以降に出版された
Neufeldt 版全集は、1990 年の詩集に収録された詩
に加え、散文も収録されたものである。1990年代以
降に『ブロンテ・スタディーズ』にブランウェルに
関する論考が増えたのは、やはり Neufeldtによるテ
クストの編纂の功績が大きいと言える。 
その一方で興味深いのは、現在ではブランウェル
研究の際の必読書とも言える Daphne du Maurier
とWinifred Gérinによるそれぞれの伝記が 1960年
から 1961年にかけて出版されたにもかかわらず 15) 、
1960 年代の文献数はたったの 3 編しかない点であ
る。このことは、『ブロンテ・スタディーズ』という
媒体においてでさえ、1960年代の時点ではまだブラ
ンウェル自体への関心が薄かったことを示している。
1994年には Juliet Barkerによる伝記も出版されて
おり 16)、1990 年代以降ようやく彼への関心が高ま
り、彼を主体とした研究も論文数が増え始めたと言
える。さらに、先述した 2015年以降の Neufeldt版
全集の復刊によって、現在まさに作品研究が増えて
きており、今後もさらに文献の増加を期待できる作
家の一人なのである。 
 
3. 創刊から 1950年代まで 
 
 それでは実際に『ブロンテ・スタディーズ』にお
いて描かれているブランウェル像について、時系列
で考察を進めていく。まずは、du Maurierと Gérin
による伝記が出版されるまでを概観してみる。出発
点として、1895年の『ブロンテ・スタディーズ』創
刊直後に掲載されたW. W. Yatesによるブランウェ
ルにまつわる記述を引用する。 
 
    Was this talented and misguided young man 
ever in Dewsbury? I have been unable to 
ascertain that he was. We have, however, here 
to-day through the kindness of Mr. John Ingram, 
of this town, some specimens of Branwell’s skill 
as a painter; one being a portrait of Mrs. Ingram 
in her girlhood, and accounted a very good 
likeness. This lady has given me some 
interesting particulars of the life of Branwell 
during the twelve months she knew him, and 
which certainly do not exhibit him in the lurid 
colours in which he is pourtrayed by some 
writers, notably Miss Robinson. He lodged at 
the house in which she resided, that of her uncle, 
Mr. Kirby, of Fountain Street, Bradford, and was 
steady, industrious, and self-respecting. Some of 
the information kindly given to me by Mrs. 
Ingram I published in the Dewsbury Reporter in 
the spring of this year, in one of a series of 
articles under the title of Who wrote “Wuthering 
Heights?” my object being to show that the claim 
he made, or is said to have made, to be the 
author of that famous work, was groundless, 
and that, brimful of talent of a very high order, 
as all know it is, the novel was the product, not 
of his brain, but of that of his sister Emily.17) 
 
この引用の中に、その後のブランウェル像に関わる
点がいくつも見られる。まず冒頭でブランウェルは
「才能はある（‘talented’）」けれども「誤った方向へ
導かれてしまった（‘misguided’）」若者とされている。
このイメージはブランウェルの人生を表していると
言っても過言ではないであろう。画家、駅員、家庭
教師など職を転々とし、いずれも長続きせず挫折し
てしまい、挙句の果てに不倫相手に捨てられ放埓な
晩年を送ったという、どちらかと言うとネガティヴ
なブランウェル像はいまだに根強く残っている。
Yates が想定している才能とは画家としての才能の
を指しており、画家としてはこの引用でも認められ
ているが、彼の詩作や散文作品への言及は一切ない。
それゆえ、姉妹とは違って、文筆家としてのブラン
ウェル像というものはここでは見られない。それは、
『嵐が丘』を執筆したのはエミリではなくブランウ
ェルではないかという説を否定することでも強調さ
れている。また、ロビンソン夫人との関連で「忌ま
わしい（‘lurid’）」イメージとは違う印象を証言とし
て得たとこの引用では述べられているが、逆にこう
した言説が示すのは、一般的にはこの「忌まわしい」
印象が流布していたということである。ブランウェ
ルはあくまでブロンテ姉妹の伝記の片隅に登場する、
才能を生かしきれなかった忌まわしいお荷物という
イメージを一般的に付与されていたのである。 
 1920年代から 1930年代にかけての『ブロンテ・
スタディーズ』には、ブランウェルによる未発表の
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ブランウェルを主体とした論文や書評が同機関誌に
収録されている。 
Neufeldt は 1997 年から 1999 年にかけて出版し
た全集に先駆けてブランウェルの詩集を 1990 年に
出版している 14)。 1997 年以降に出版された
Neufeldt 版全集は、1990 年の詩集に収録された詩
に加え、散文も収録されたものである。1990年代以
降に『ブロンテ・スタディーズ』にブランウェルに
関する論考が増えたのは、やはり Neufeldtによるテ
クストの編纂の功績が大きいと言える。 
その一方で興味深いのは、現在ではブランウェル
研究の際の必読書とも言える Daphne du Maurier
とWinifred Gérinによるそれぞれの伝記が 1960年
から 1961年にかけて出版されたにもかかわらず 15) 、
1960 年代の文献数はたったの 3 編しかない点であ
る。このことは、『ブロンテ・スタディーズ』という
媒体においてでさえ、1960年代の時点ではまだブラ
ンウェル自体への関心が薄かったことを示している。
1994年には Juliet Barkerによる伝記も出版されて
おり 16)、1990 年代以降ようやく彼への関心が高ま
り、彼を主体とした研究も論文数が増え始めたと言
える。さらに、先述した 2015年以降の Neufeldt版
全集の復刊によって、現在まさに作品研究が増えて
きており、今後もさらに文献の増加を期待できる作
家の一人なのである。 
 
3. 創刊から 1950年代まで 
 
 それでは実際に『ブロンテ・スタディーズ』にお
いて描かれているブランウェル像について、時系列
で考察を進めていく。まずは、du Maurierと Gérin
による伝記が出版されるまでを概観してみる。出発
点として、1895年の『ブロンテ・スタディーズ』創
刊直後に掲載されたW. W. Yatesによるブランウェ
ルにまつわる記述を引用する。 
 
    Was this talented and misguided young man 
ever in Dewsbury? I have been unable to 
ascertain that he was. We have, however, here 
to-day through the kindness of Mr. John Ingram, 
of this town, some specimens of Branwell’s skill 
as a painter; one being a portrait of Mrs. Ingram 
in her girlhood, and accounted a very good 
likeness. This lady has given me some 
interesting particulars of the life of Branwell 
during the twelve months she knew him, and 
which certainly do not exhibit him in the lurid 
colours in which he is pourtrayed by some 
writers, notably Miss Robinson. He lodged at 
the house in which she resided, that of her uncle, 
Mr. Kirby, of Fountain Street, Bradford, and was 
steady, industrious, and self-respecting. Some of 
the information kindly given to me by Mrs. 
Ingram I published in the Dewsbury Reporter in 
the spring of this year, in one of a series of 
articles under the title of Who wrote “Wuthering 
Heights?” my object being to show that the claim 
he made, or is said to have made, to be the 
author of that famous work, was groundless, 
and that, brimful of talent of a very high order, 
as all know it is, the novel was the product, not 
of his brain, but of that of his sister Emily.17) 
 
この引用の中に、その後のブランウェル像に関わる
点がいくつも見られる。まず冒頭でブランウェルは
「才能はある（‘talented’）」けれども「誤った方向へ
導かれてしまった（‘misguided’）」若者とされている。
このイメージはブランウェルの人生を表していると
言っても過言ではないであろう。画家、駅員、家庭
教師など職を転々とし、いずれも長続きせず挫折し
てしまい、挙句の果てに不倫相手に捨てられ放埓な
晩年を送ったという、どちらかと言うとネガティヴ
なブランウェル像はいまだに根強く残っている。
Yates が想定している才能とは画家としての才能の
を指しており、画家としてはこの引用でも認められ
ているが、彼の詩作や散文作品への言及は一切ない。
それゆえ、姉妹とは違って、文筆家としてのブラン
ウェル像というものはここでは見られない。それは、
『嵐が丘』を執筆したのはエミリではなくブランウ
ェルではないかという説を否定することでも強調さ
れている。また、ロビンソン夫人との関連で「忌ま
わしい（‘lurid’）」イメージとは違う印象を証言とし
て得たとこの引用では述べられているが、逆にこう
した言説が示すのは、一般的にはこの「忌まわしい」
印象が流布していたということである。ブランウェ
ルはあくまでブロンテ姉妹の伝記の片隅に登場する、
才能を生かしきれなかった忌まわしいお荷物という
イメージを一般的に付与されていたのである。 
 1920年代から 1930年代にかけての『ブロンテ・
スタディーズ』には、ブランウェルによる未発表の
書簡や詩が掲載されている。未発表書簡を発表する
際に、C. W. Hatfieldは、ブランウェルがロビンソ
ン氏の遺言に関して姉妹に嘘をついていたという非
難に対する弁護を試みている。 
 
   Also, Branwell has often been made the target 
for opprobrious epithets, and roundly 
denounced as a liar, for stating that his late 
employer had made a will disinheriting the 
widow if she married again. There is no evidence 
that Branwell knew that his statement was 
untrue. It is, in fact, quite clear that he was only 
repeating what he had been told, and that he 
never doubted the accuracy of the information 
he received.18) 
 
放蕩息子として家族を悩ませていただけではなく、
嘘つきのイメージまでも付与されていたブランウェ
ル像に対し、Hatfieldは冷静に証拠の欠如に目を向
けている。ブランウェルが入手した情報源自体が嘘
であり、彼はその信憑性を疑うことなくシャーロッ
トに伝達しただけであり、むしろロビンソン夫人に
騙された被害者としてのイメージを付与することで
Hatfieldは彼を弁護している。 
 さらに Hatfield は未発表のブランウェルの詩も
掲載したが、詩に関して簡単な解説は付されている
ものの、あくまで詩の掲載にとどまっており、詩に
関する詳細な考察はなされていない。ラデンデンフ
ット（Luddenden Foot）での駅員時代のブランウェ
ルの詩について、Hatfieldは次のように述べている。 
 
  Depressed by the uncertainty and apparent 
dulness of his future prospects, the condition of 
his mind is reflected in most of the poetical 
compositions written by him during this 
unhappy period of his life.19) 
 
ここではあくまでブランウェルの詩から当時の彼の
心境を探ろうとしており、詩は伝記の一部としてし
かみなされていない。Hatfieldによって、非難すべ
き対象としてのブランウェル像からの脱却は試みら
れているものの、深く考察する価値のある詩を書い
た詩人としてのブランウェル像はこの時代にはまだ
見られないのである。 
 このような、ブランウェルを弁護し、彼に対する
イメージの修正を行おうとする批評は 1940 年代か
ら 1950年代にかけても見られる。Thomas Olsenは、
ブランウェルが父パトリック・ブロンテ（Patrick 
Brontë, 1777-1861）から受けた教育に欠陥があった
と指摘し、ブランウェルの‘失敗’を外的要因に求
めている。 
 
Unfortunate in his education, unlucky in his 
work, desperate in his love and uncared for 
when he most needed understanding, Branwell 
went through life with the dice loaded against 
him. His father was careless in his upbringing, 
and he lacked a mother’s attention. . . . 
Branwell had failings, but more painful still 
is the fact that he knew them. He suffered 
torments from introspection.20) 
 
Olsen は、ブランウェルを弁護するあまり父親のパ
トリック・ブロンテを悪役にしている。これはギャ
スケルがシャーロットの弁護をする際にブランウェ
ルを悪者に仕立て上げたのと同じであり、批評とし
ては問題がある。しかしながら、厄介者として非難
されていたブランウェルをかわいそうな運命をたど
った人物とみなし、彼もまた「内省 （‘introspection’）」
して苦しみの人生を送った人物であるという側面へ
の注目は、この先のブランウェル批評における伝記
的関心および探求へとつながっていく。実際に
Wade Hustwickは、フリーメイソンとしてのブラン
ウェルの「リスペクタブルな（ ‘respectable and 
respected’）」21)要素を指摘している。 
一方で、Olsen は先に引用した論文のタイトルと
してブランウェルの未完の小説‘The Weary Are At 
Rest’を使用しているにもかかわらず、その内容はブ
ランウェルの伝記であり、タイトルとなっている作
品の内容への言及は一切ない。Ivy Holgateは 1958
年に“The Key to ‘Caroline’”22)において、ブランウェ
ルの詩作品から‘Caroline’という名前の女性が登場
する 3 編の詩を取り上げている。しかし、Holgate
の関心も Carolineのモデルを特定することにあり、
ブランウェルの友人であった William Dearden の
いとこであるCaroline Deardenと、作中のCaroline
を結び付けようとする。そのため、伝記的記述が中
心となっており、詩の考察はなされていない。やは
り作家としてのブランウェル像はこの時点ではまだ
構築されていないのである。 
『ブロンテ・スタディーズ』におけるブランウェル像の変遷
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ブランウェルのイメージは、その始まりの時点で
ギャスケルが描いたような、姉妹に「恐怖（‘fright’）」
（Gaskell 227）を与えるネガティヴなものであった。
『ブロンテ・スタディーズ』において彼を取り上げ
た批評家たちは、彼を弁護すべく、ロビンソン夫人
に騙されたかわいそうな人物像を描き出した。さら
には、フリーメイソンとしての彼に目を向けた批評
家のように、堕落とは異なる、活動的で尊敬すべき
点を指摘して、ブランウェル像の向上を図ろうとし
た。こうしたこれまで見過ごされてきた要素の発見
により、彼の様々な側面を探ろうとする伝記的探求
がその後もなされていく。ただ、批評家たちの関心
はあくまで彼の人生であり、その作品ではなかった
のである。 
 
4. 1960年代から 1980年代まで 
 
 次に、du Maurier と Gérin による伝記が出版さ
れた 1960年代から、Neufeldtによる詩集が出版さ
れるまでの変遷を追ってみる。1961年に、M. C.と
いうイニシャルのみの執筆者による、上記の 2つの
伝記に関する短めの記事が書かれている。そこでは
ブランウェルの人物像に関しては同情的な視点で捉
えられているが、作家としての彼は以下のように語
られている。 
 
And his gifts? On the literary side these 
consisted in an extraordinary facility for 
composition in prose and verse, and an 
inventiveness in melodramatic fiction as 
boundless as the stories he invented were 
absurd. The sheer bulk of his output has 
impressed both his biographers as something to 
his credit, but to other readers will probably 
appear rather daunting than admirable. Only 
on the side of the visual arts can one stop and 
say, “There was real promise here. Something of 
value perished with him untimely.”23) 
 
散文や詩の創作におけるブランウェルの才能に言及
しつつも、それらは「賞賛に値するというよりはむ
しろ気力をくじいてしまう（‘rather daunting than 
admirable）」ものとして否定的に捉えられている。
ここで認められているのは画家としての才能である。
伝記を執筆する際に、du Maurier や Gérin はブラ
ンウェルの詩を引用しつつブランウェル像を描き出
したにもかかわらず、『ブロンテ・スタディーズ』に
おいては彼の詩そのものへの注目はなされなかった
のである。 
この記事に続き、翌年の 1962年には、2つの伝記
に対する数名の批評家によるコメント集が掲載され
ているが、そのタイトルは“Further Thoughts on 
Branwell Brontë’s Story”24)となっており、その関心
は「ブランウェルの物語」であり、「ブランウェルの
作品」ではない。そして du Maurierと Gérinによ
る伝記出版直後の反応は、上述の 2つの記事のみで
あり、ブランウェルは当時それほど関心を引く存在
ではなかったようである。 
その他 1960年代から 1980年代にかけて『ブロン
テ・スタディーズ』に発表されたブランウェルに関
する論考には、ギャスケルの伝記の訂正 25) 、『嵐が
丘』作者説についての考察 26) 、ロビンソン夫人との
関係にまつわるもの 27) 、など伝記的関心に端を発し
たものが中心で、彼の作品への注目は見られない。
2 つの伝記の出版後長い時間をかけてその生涯に興
味を持たれるようになってはいったが、あくまで批
評家の関心はブランウェルの「生涯」であった。 
 では、この「生涯」に対する関心の中で培われて
いくブランウェル像はどういったものなのであろう
か。ブランウェルにまつわるエピソードとして一番
取り上げられるのは家庭教師先の女主人ロビンソン
夫人との出来事である。彼がロビンソン家の家庭教
師の職を解雇された理由は、従来ロビンソン夫人と
の情事ゆえであるとされてきた。しかし、Phyllis 
Bentley はロビンソン夫人との関係について「ほと
んどすべては（ブランウェルによる）作り話（‘nearly 
all fiction’）」28)であったと指摘し、解雇の本当の理
由を、アルコール依存と借金、そして彼が受け持っ
た生徒であるエドマンド・ロビンソン（Edmund 
Robinson）を不良仲間に引きずり込んだことである
としている。さらには彼が嘘をつく傾向や、誇張し
て物事を述べる特徴に触れて、彼の語りの「信頼性
（‘credibility’）」29)は疑わしいと断じている。 
Timothy Cockerillはブロートン・イン・ファーネ
ス（Broughton-in-Furness）での家庭教師時代につ
いて注目しているが、雇い主であるポスルスウェイ
ト（Postlethwaite）家の家系について述べた後に、
次のように続けている。 
 
Branwell’s downfall began by his visit to 
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ブランウェルのイメージは、その始まりの時点で
ギャスケルが描いたような、姉妹に「恐怖（‘fright’）」
（Gaskell 227）を与えるネガティヴなものであった。
『ブロンテ・スタディーズ』において彼を取り上げ
た批評家たちは、彼を弁護すべく、ロビンソン夫人
に騙されたかわいそうな人物像を描き出した。さら
には、フリーメイソンとしての彼に目を向けた批評
家のように、堕落とは異なる、活動的で尊敬すべき
点を指摘して、ブランウェル像の向上を図ろうとし
た。こうしたこれまで見過ごされてきた要素の発見
により、彼の様々な側面を探ろうとする伝記的探求
がその後もなされていく。ただ、批評家たちの関心
はあくまで彼の人生であり、その作品ではなかった
のである。 
 
4. 1960年代から 1980年代まで 
 
 次に、du Maurier と Gérin による伝記が出版さ
れた 1960年代から、Neufeldtによる詩集が出版さ
れるまでの変遷を追ってみる。1961年に、M. C.と
いうイニシャルのみの執筆者による、上記の 2つの
伝記に関する短めの記事が書かれている。そこでは
ブランウェルの人物像に関しては同情的な視点で捉
えられているが、作家としての彼は以下のように語
られている。 
 
And his gifts? On the literary side these 
consisted in an extraordinary facility for 
composition in prose and verse, and an 
inventiveness in melodramatic fiction as 
boundless as the stories he invented were 
absurd. The sheer bulk of his output has 
impressed both his biographers as something to 
his credit, but to other readers will probably 
appear rather daunting than admirable. Only 
on the side of the visual arts can one stop and 
say, “There was real promise here. Something of 
value perished with him untimely.”23) 
 
散文や詩の創作におけるブランウェルの才能に言及
しつつも、それらは「賞賛に値するというよりはむ
しろ気力をくじいてしまう（‘rather daunting than 
admirable）」ものとして否定的に捉えられている。
ここで認められているのは画家としての才能である。
伝記を執筆する際に、du Maurier や Gérin はブラ
ンウェルの詩を引用しつつブランウェル像を描き出
したにもかかわらず、『ブロンテ・スタディーズ』に
おいては彼の詩そのものへの注目はなされなかった
のである。 
この記事に続き、翌年の 1962年には、2つの伝記
に対する数名の批評家によるコメント集が掲載され
ているが、そのタイトルは“Further Thoughts on 
Branwell Brontë’s Story”24)となっており、その関心
は「ブランウェルの物語」であり、「ブランウェルの
作品」ではない。そして du Maurierと Gérinによ
る伝記出版直後の反応は、上述の 2つの記事のみで
あり、ブランウェルは当時それほど関心を引く存在
ではなかったようである。 
その他 1960年代から 1980年代にかけて『ブロン
テ・スタディーズ』に発表されたブランウェルに関
する論考には、ギャスケルの伝記の訂正 25) 、『嵐が
丘』作者説についての考察 26) 、ロビンソン夫人との
関係にまつわるもの 27) 、など伝記的関心に端を発し
たものが中心で、彼の作品への注目は見られない。
2 つの伝記の出版後長い時間をかけてその生涯に興
味を持たれるようになってはいったが、あくまで批
評家の関心はブランウェルの「生涯」であった。 
 では、この「生涯」に対する関心の中で培われて
いくブランウェル像はどういったものなのであろう
か。ブランウェルにまつわるエピソードとして一番
取り上げられるのは家庭教師先の女主人ロビンソン
夫人との出来事である。彼がロビンソン家の家庭教
師の職を解雇された理由は、従来ロビンソン夫人と
の情事ゆえであるとされてきた。しかし、Phyllis 
Bentley はロビンソン夫人との関係について「ほと
んどすべては（ブランウェルによる）作り話（‘nearly 
all fiction’）」28)であったと指摘し、解雇の本当の理
由を、アルコール依存と借金、そして彼が受け持っ
た生徒であるエドマンド・ロビンソン（Edmund 
Robinson）を不良仲間に引きずり込んだことである
としている。さらには彼が嘘をつく傾向や、誇張し
て物事を述べる特徴に触れて、彼の語りの「信頼性
（‘credibility’）」29)は疑わしいと断じている。 
Timothy Cockerillはブロートン・イン・ファーネ
ス（Broughton-in-Furness）での家庭教師時代につ
いて注目しているが、雇い主であるポスルスウェイ
ト（Postlethwaite）家の家系について述べた後に、
次のように続けている。 
 
Branwell’s downfall began by his visit to 
Hartley Coleridge, who advised the young man 
to pursue his literary efforts, which Branwell 
soon did, to the neglect of his pupils. One day in 
June Branwell met a friend and did not return 
to Broughton Hall as expected. Eventually Mr. 
William Postlethwaite rode off in search of the 
young tutor and brought him back visibly the 
worse for drink. The Postlethwaites 
immediately dismissed Branwell.30) 
 
ここではハートレイ・コールリッジ（Hartley 
Coleridge, 1796-1849）との文学的な交流には触れ
られているものの、生徒の世話をないがしろにする
姿や酒への言及、何よりも「破滅（‘downfall’）」のイ
メージがブランウェルには付きまとっている。ロビ
ンソン家だけではなく、ポスルスウェイト家でも不
祥事を起こし堕落していく青年像が強調されている。 
 さらにこの破滅のイメージは、『嵐が丘』論にまで
発展している。Joan Quarm は、ヒースクリフ
（Heathcliff）を、ブランウェルのアヘン中毒の化身
であると指摘し、以下のように述べている。 
 
   Such yearnings as Heathcliff ’s for Catherine 
and Branwell’s for Lydia might become confused 
with drug hunger, as the victim, unable to 
achieve his ambition, sought freedom from pain, 
and a sense of well-being.31) 
 
ブランウェル像において、リディア・ロビンソンの
名前と酒やアヘンは常に付きまとうものである。野
心を達成できず苦しみから逃れようとした彼の姿は、
破滅的なヒースクリフの描写と結びつけられるほど
イメージとして批評家に根付いていたのである。 
ブランウェルはヒースクリフだけではなく、ロッ
クウッド（Lockwood）のモデルであるという指摘も
ある。Linda Lewisはメアリ・テイラ （ーMary Taylor）
に対してブランウェルが取った態度を、ロックウッ
ドの女性にしり込みする姿に重ねている 32)。 
以上のように、ブランウェルはあくまで、その破
滅的な人生やロビンソン夫人とのスキャンダル性に
よって関心を持たれてきた。彼は姉妹の作品のモデ
ルとしてブロンテ家の伝記の一端を担っているにす
ぎないのであり、彼自身が執筆した作品への注目は
この時期でもなされていない。 
ところが、1989年には Selwyn H. Goodacreによ
って“The Published Poems of Branwell Brontë”と
題され、生前ブランウェルが出版した詩がまとめら
れている 33)。1861 年に出版された Gérin の伝記に
おいてブランウェルが詩を出版していた事実への言
及はあるが（Gérin 186）、これまで考察してきた『ブ
ロンテ・スタディーズ』に発表された論考にはその
点を重視したものはなかった。しかし、Goodacreは
1846年 4月 18日に『ハリファックス・ガーディア
ン』（Halifax Guardian）に掲載されたブランウェル
の詩‘Letter from a Father on Earth to his Child in 
her Grave’の解説で以下のように述べている。 
 
Around the time that this poem was 
published, Poems by Currer, Ellis and Acton 
Bell was going through the press. It contained 
no contributions from Branwell, and by all 
accounts he knew nothing of its existence. Yet 
he had himself already had eleven poems 
independently published; his sisters had but one 
(Charlotte mentions a single poem by her 
published in a local unnamed periodical). There 
is something rather poignant about the whole 
affair.34) 
 
シャーロットの主導のもと 3姉妹は詩集を出版した
が、ブランウェルはこの計画には誘われなかった。
しかし彼単独ですでに「出版していた（‘published’）」
という指摘、そして論文のタイトルとしても
‘Published’を用いて彼が出版していたという事実の
強調は、ブランウェルの文学的功績に着目したもの
である。これまで概観してきたような家庭の重荷と
いうイメージから出発したブロンテ家の脇役として
のブランウェル像からの変化をここに見出せる。 
 1950 年代までのブランウェルを弁護しようとい
う伝記的研究、さらには du Maurierや Gérinによ
る伝記の影響を受けて、1960年代以降も伝記的関心
からの研究がほとんどである。ただ、その中で発展
していくブランウェル像というものは、嘘つきとし
ての信頼性の欠如、ポスルスウェイト家での仕事に
対する責任感のなさ、酒やアヘンで破滅していく姿
など、必ずしも好転しているわけではない。しかし
ながら、1960年代の始めには評価されなかった彼の
詩的才能は、1983年の Tom Winnifrithによるブラ
ンウェル詩集の出版のおかげもあり、1980年代後半
には評価され始めている。この作家としてのブラン
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ウェル像は、次の 10 年間で大きく発展していくこ
ととなるのである。 
 
5. 1990年代 
 
 1990年代の『ブロンテ・スタディーズ』における
批評には、ブランウェルの伝記的アプローチと、作
家としての彼を捉えようとするアプローチの両方が
見られる。 
 まずは前者の伝記的アプローチの批評を見てみる。
Phyllis Cheneyによる記事はかなり衝撃的なもので
ある 35)。なぜなら Cheney の曾祖母である Mary 
Ann Judson の父親がブランウェルである可能性を
主張しているからである。彼がブロートン・イン・
ファーネス時代に私生児を生ませていた可能性は
Juliet Barker の伝記で記されているが（Barker 
334-335）、それとはまた別に彼はハワースの織工の
娘Martha Featherとの間に私生児を設け、それが
Mary Ann ではないかとのことである。Cheney が
彼のことを評する記述はないが、私生児を 2人も設
けていたのが事実であるとするならば、彼は 2人も
の女性を捨てたということであり、性的にだらしな
いイメージが付きまとう。ここにロビンソン夫人と
の情事も合わせれば、性的に放縦な男性像をブラン
ウェルに見出すことはたやすいであろう。 
  Tom Winnifrith はブランウェルの没後 150 周年
を記念して短い伝記を掲載している。ブランウェル
の詩集を編纂した人物の発言としては驚きであるが、
Winnifrithは、彼がリーダーシップを発揮していた
初期作品のことを「偉大な文学作品ではない（‘not 
great works of literature’）」と断じ、シャーロット
とエミリがいなければ作家としては無視されていた
であろうとさえ述べている 36)。 
その一方でWinnifrithは、ロビンソン夫人との色
事をはじめとするブランウェルの堕落した生き様が
シャーロットやエミリ、そしてアン（Anne Brontë, 
1820-49）の作品に貢献している点をプラスに捉え
ている。 
 
    Whatever Mrs Robinson did or didn’t do she 
did in a curious way contribute to Jane Eyre, 
Wuthering Heights, The Tenant of Wildfell Hall, 
The Professor and Agnes Grey. In all these 
novels except perhaps Wuthering Heights 
adultery gets a bad press. Contemporary 
readers were shocked, however, that the subject 
was mentioned. Branwell contributed to his 
sisters’ courage in speaking of adultery, and 
their conviction in speaking against it. And so 
once again we are in his debt.37) 
 
ブランウェルがいたからこそシャーロットたちは確
信をもって不貞に異議を唱える勇気を得たのである。
この引用では、これまで非難の対象となってきた彼
の素行が、姉妹の偉大な作品を生み出した源として
捉え直されている。その生き様には問題はあったか
もしれないが、彼がブロンテ家の中で果たした役割
の大きさは計り知れないという見方である。 
 次に、作家としてのブランウェルを捉えるアプロ
ーチを見てみる。Christopher Heywoodは、ブラン
ウェルが友人 Joseph Leyland に宛てた 1845 年 9
月 10 日の手紙に含めたスケッチに、ブランウェル
の奴隷解放への関心を読み取っている。その際に、
未完の小説‘And The Weary Are At Rest’にもそれが
読み取れると指摘している。しかし、彼は姉妹とは
違い、小説を書くのに力量不足であったとも続けて
いる。 
 
   His novel and his cartoon reflect his brooding 
on problems related to the Emancipation of 
Slaves Act of 1833, and its application to the 
1840s. Unlike his sisters, however, Branwell 
remained unequal to the task of fictional 
dramatisation and psychological exploration, 
based on firsthand experience.38) 
 
先の Winnifrith も作家としてのブランウェルに関
しては否定的な見方をしていたが、Heywoodも同様
である。ブランウェルの作品に対する言及は徐々に
増えてはきたものの、彼に作家としてのイメージが
当たり前のものとして付与されるのはそう簡単では
なかったということであろう。 
 しかし Robert G. Collinsは、ブランウェルの散文
作品に注目し以下のように述べている。 
 
 His imagination was fed from the beginning 
by the actual events and personalities of his own 
time and the recent past, his early reading was 
classical and referential; his manuscripts filled 
with allusions. He is a rich mine for scholarly 
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ウェル像は、次の 10 年間で大きく発展していくこ
ととなるのである。 
 
5. 1990年代 
 
 1990年代の『ブロンテ・スタディーズ』における
批評には、ブランウェルの伝記的アプローチと、作
家としての彼を捉えようとするアプローチの両方が
見られる。 
 まずは前者の伝記的アプローチの批評を見てみる。
Phyllis Cheneyによる記事はかなり衝撃的なもので
ある 35)。なぜなら Cheney の曾祖母である Mary 
Ann Judson の父親がブランウェルである可能性を
主張しているからである。彼がブロートン・イン・
ファーネス時代に私生児を生ませていた可能性は
Juliet Barker の伝記で記されているが（Barker 
334-335）、それとはまた別に彼はハワースの織工の
娘Martha Featherとの間に私生児を設け、それが
Mary Ann ではないかとのことである。Cheney が
彼のことを評する記述はないが、私生児を 2人も設
けていたのが事実であるとするならば、彼は 2人も
の女性を捨てたということであり、性的にだらしな
いイメージが付きまとう。ここにロビンソン夫人と
の情事も合わせれば、性的に放縦な男性像をブラン
ウェルに見出すことはたやすいであろう。 
  Tom Winnifrith はブランウェルの没後 150 周年
を記念して短い伝記を掲載している。ブランウェル
の詩集を編纂した人物の発言としては驚きであるが、
Winnifrithは、彼がリーダーシップを発揮していた
初期作品のことを「偉大な文学作品ではない（‘not 
great works of literature’）」と断じ、シャーロット
とエミリがいなければ作家としては無視されていた
であろうとさえ述べている 36)。 
その一方でWinnifrithは、ロビンソン夫人との色
事をはじめとするブランウェルの堕落した生き様が
シャーロットやエミリ、そしてアン（Anne Brontë, 
1820-49）の作品に貢献している点をプラスに捉え
ている。 
 
    Whatever Mrs Robinson did or didn’t do she 
did in a curious way contribute to Jane Eyre, 
Wuthering Heights, The Tenant of Wildfell Hall, 
The Professor and Agnes Grey. In all these 
novels except perhaps Wuthering Heights 
adultery gets a bad press. Contemporary 
readers were shocked, however, that the subject 
was mentioned. Branwell contributed to his 
sisters’ courage in speaking of adultery, and 
their conviction in speaking against it. And so 
once again we are in his debt.37) 
 
ブランウェルがいたからこそシャーロットたちは確
信をもって不貞に異議を唱える勇気を得たのである。
この引用では、これまで非難の対象となってきた彼
の素行が、姉妹の偉大な作品を生み出した源として
捉え直されている。その生き様には問題はあったか
もしれないが、彼がブロンテ家の中で果たした役割
の大きさは計り知れないという見方である。 
 次に、作家としてのブランウェルを捉えるアプロ
ーチを見てみる。Christopher Heywoodは、ブラン
ウェルが友人 Joseph Leyland に宛てた 1845 年 9
月 10 日の手紙に含めたスケッチに、ブランウェル
の奴隷解放への関心を読み取っている。その際に、
未完の小説‘And The Weary Are At Rest’にもそれが
読み取れると指摘している。しかし、彼は姉妹とは
違い、小説を書くのに力量不足であったとも続けて
いる。 
 
   His novel and his cartoon reflect his brooding 
on problems related to the Emancipation of 
Slaves Act of 1833, and its application to the 
1840s. Unlike his sisters, however, Branwell 
remained unequal to the task of fictional 
dramatisation and psychological exploration, 
based on firsthand experience.38) 
 
先の Winnifrith も作家としてのブランウェルに関
しては否定的な見方をしていたが、Heywoodも同様
である。ブランウェルの作品に対する言及は徐々に
増えてはきたものの、彼に作家としてのイメージが
当たり前のものとして付与されるのはそう簡単では
なかったということであろう。 
 しかし Robert G. Collinsは、ブランウェルの散文
作品に注目し以下のように述べている。 
 
 His imagination was fed from the beginning 
by the actual events and personalities of his own 
time and the recent past, his early reading was 
classical and referential; his manuscripts filled 
with allusions. He is a rich mine for scholarly 
examination, proving once again that the Battle 
of the Books is always an unnecessary war, and 
an irresolvable one. It is time, then, to bring 
Branwell the fiction writer in from the cold, to 
stop using that wracked frame as a flibberty 
gibbet to warn smug passers-by of the 
retribution that awaits them if they do not mend 
their ways.39) 
 
ブランウェルの想像力や古典作品への精通が彼の現
存する作品にも表れているという指摘は、彼の作家
としての力量を評価しており、Collinsは学術的に考
察する価値がある存在としてのブランウェル像を打
ち立てようとしている。それは上記の引用において
「作家（‘the fiction writer’）」という名称をブラン
ウェルに与えていることからも分かる。 
 Robin St John Conoverは、初期作品でリーダー
シップを執ったブランウェルの存在を重視した
Juliet Barkerの主張を受けて（Barker 830）、アン
グリア（Angria）創作においてシャーロットとブラ
ンウェルが互いに影響を与え合っていた点を概観し
ている。 
 
  Thematic devices generated by Charlotte are 
quickly picked up by Branwell, and worked into 
his own narrative thread, and the reverse is true 
as well. Mutually inspired by one another, then, 
brother and sister acted as each other’s creative 
muse, so that eight years into the partnership, 
their work becomes virtually interchangeable.40) 
 
この引用において、ブランウェルはシャーロットよ
りも劣っているわけではなく、両者同列に扱われて
いる。つまり、シャーロットと並ぶ作家としてのブ
ランウェル像がここで構築されている。さらに、彼
がアングリアにおいて好んだ登場人物であるノーサ
ンガーランド（Northangerland）の描写が発展して
いく様を以下のように述べている。 
 
During the years 1834 and 1835, both brother 
and sister were deeply immersed in analyzing 
the disposition of their archetypes. For 
Branwell, this marked a direct departure from 
his earlier forms of writing. These longer, more 
detailed psychoanalytical character studies 
show a new maturity in his development as an 
author, if not his growing obsession with 
Northangerland.41) 
 
作中人物への描写を深めていき、心理分析を通して
作家として成熟していく姿は、従来の堕落した姿と
は全く異なったブランウェル像である。また、
Conoverは上記の引用とは別の箇所でブランウェル
が散文よりも詩の形態を好んだ点を指摘し、詩人と
してのブランウェルの姿にも触れている 42)。 
 この詩人としてのブランウェル像は、ブランウェ
ルの作品の編纂を終えた Neufeldt による論考で詳
細に語られている。 
 
From the age of eleven Branwell saw himself as 
a published author and editor. He saw himself 
as a critic, dramatist, historian, 
conversationalist, editor, publisher, but pre-
eminently as a poet ―  in short as the great 
man of letters he saw exemplified by 
Christopher North and James Hogg in 
Blackwood’s Magazine, particularily in the 
‘Noctes Ambrosianae’.43) 
 
ブランウェルは 11歳という年齢から、自らを「出版
物の作者や編集者（‘a published author and editor’）」
をはじめとした様々な著名人と想定し、特に「詩人
（‘a poet’）」になることを夢見ていた。彼は『ブラッ
クウッズ・マガジン』の James Hoggが死亡したと
きに、後釜に据えてほしいと手紙を書いたほどであ
る。Neufeldtは、彼がただ詩人を夢見ていただけで
はなく、実際に少なくとも 26回は彼の詩が『ハリフ
ァックス・ガーディアン』などの地方誌に掲載され、
またそれらの地方誌は高水準の詩しか掲載しなかっ
た事実を強調している。このように姉妹が詩集を出
版するよりも前に、彼がすでに詩人として成功を収
めていた姿を描き出している。さらにそれらの地方
誌が、ウィリアム・ワーズワス（William Wordsworth, 
1770-1850）やアルフレッド・テニスン（Alfred 
Tennyson, 1809-92）、ロバート・サウジー（Robert 
Southey, 1774-1843）らの詩も掲載していた点を述
べ、ブランウェルを著名な詩人らと並べている。 
その他にも、ブランウェルが詩型や韻律法でシャ
ーロットよりも実験を試みている姿や、以前創作し
た詩を出版のために磨く姿、ロビンソン家の家庭教
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師職を解雇された後も詩の改訂や創作を続けていた
点を述べ、詩人になるという夢に向かって努力をす
るブランウェル像を生み出している。Neufeldtは特
に以下の 2点を強調している。 
 
First, it is clear that Branwell was in real life 
a more interesting, a more complex, and 
ultimately a more tragic figure than he has been 
made out to be. He had high ambitions, he had 
talent and yes, ultimately he wasted much of 
that talent (a serious crime in view of the place 
the parable of the ten talents had in the family 
consciousness), yet I would argue that he came 
much closer to realising his dream than 
tradition would have us believe.  
Second, the writer who emerged after he 
abandoned the Angrian saga in 1839, and 
especially after his meeting with Hartley 
Coleridge in 1840, showed signs of a growing 
maturity that manifested itself in a number of 
ways. As his verse became more introspective 
and reflective he began to demonstrate a greater 
interest in the social issues of the time.44) 
 
Neufeldtの文章からは、厄介者のブランウェルとい
う印象は感じられない。ブランウェルの作品を読む
と、家庭内のお荷物という従来の単純な見方はでき
ない。彼の内面ははるかに「複雑（‘complex’）」であ
り、野心をもって目標に向かって精一杯生き、そし
て夢の実現の一歩手前まで来ていたのである。 
これまでの批評では、彼が酒に溺れるようになっ
たのはいつ頃からなのか、彼の情事の真相はどうい
ったものなのかというスキャンダル的な側面が、批
評家たちのブランウェルに対する興味を引き起こし
てきた。しかし Neufeldtの編纂したブランウェル作
品集の完成は、彼にまつわるゴシップ的な要素では
なく、人間としての内面、現実を生きる上での難し
さ、そのなかでいかに内省し社会問題への関心を作
品に描いていったのかという、作家としてのブラン
ウェルに対する読者の興味をかきたてることとなる。
21 世紀へと突入する世紀の変わり目になってよう
やくブランウェルの作品研究は始まるのである。 
 1990年代においては、ブランウェルを作家として
みなそうとする批評家と、彼の作品にあまり価値を
見出そうとしない批評家の双方が見られる。前者が
登場してきたという事実は、ブランウェル・ブロン
テの批評史において大きな一歩である。作家として
のブランウェル像が広がっていくということは、堕
落のイメージを伴う彼の人生に対する見方も変化し
ていくことを意味している。Winnifrithはブランウ
ェルの作家としての側面に否定的な見方をしたが、
彼の悪しき素行が姉妹の作品につながった点を指摘
し、その破滅型の人生に意義を見出した。徐々にで
はあるが彼が作家として認められ始めると、今度は
その破滅型の人生の中で、彼自身が何を作品に表現
していったのかを読み取ろうという姿勢が読者に生
まれ、彼の作品の研究へとつながっていくのである。 
 
おわりに 
 
本稿においては、1895年の創刊号から 1999年ま
での『ブロンテ・スタディーズ』におけるブランウ
ェル像の変遷を辿った。近年でこそブランウェル・
ブロンテの研究が盛んになってきてはいるものの、
そもそもブランウェル・ブロンテとは、ブロンテ姉
妹の兄弟に過ぎなかった。地方誌に詩は掲載された
ものの、姉妹とは異なり、作品を本として出版した
経験はなかった。そのような人物が、伝記的記述を
中心として『ブロンテ・スタディーズ』の記事とし
て投稿されてきたということ自体が驚くべきことな
のかもしれない。このように考えてみると、情事、
酒、アヘンによって姉妹を困らせてきたというネガ
ティヴなイメージや様々なスキャンダルがあったか
らこそ、彼は関心を持たれてきたのである。ロビン
ソン夫人との関係に関して、Phyllis Bentleyは以下
のように述べている。 
 
My opinion of the Branwell-Mrs Robinson 
story has varied through the years, as different 
pieces of evidence have seemed from time to 
time to support the truth of this or that item.45) 
 
新たな証拠が出てくるにつれて意見が変わったと
Bentley が述べるように、何が真実であったのかを
断言できないために、様々なブランウェル像が錯綜
しているということこそが、人々のブランウェルへ
の関心を支えてきた。その錯綜するイメージの中で
20世紀の終わりに浮上してきたのが、彼の作家とし
てのイメージである。そして 21世紀に入り、彼の作
品研究がなされていくこととなるのである。 
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師職を解雇された後も詩の改訂や創作を続けていた
点を述べ、詩人になるという夢に向かって努力をす
るブランウェル像を生み出している。Neufeldtは特
に以下の 2点を強調している。 
 
First, it is clear that Branwell was in real life 
a more interesting, a more complex, and 
ultimately a more tragic figure than he has been 
made out to be. He had high ambitions, he had 
talent and yes, ultimately he wasted much of 
that talent (a serious crime in view of the place 
the parable of the ten talents had in the family 
consciousness), yet I would argue that he came 
much closer to realising his dream than 
tradition would have us believe.  
Second, the writer who emerged after he 
abandoned the Angrian saga in 1839, and 
especially after his meeting with Hartley 
Coleridge in 1840, showed signs of a growing 
maturity that manifested itself in a number of 
ways. As his verse became more introspective 
and reflective he began to demonstrate a greater 
interest in the social issues of the time.44) 
 
Neufeldtの文章からは、厄介者のブランウェルとい
う印象は感じられない。ブランウェルの作品を読む
と、家庭内のお荷物という従来の単純な見方はでき
ない。彼の内面ははるかに「複雑（‘complex’）」であ
り、野心をもって目標に向かって精一杯生き、そし
て夢の実現の一歩手前まで来ていたのである。 
これまでの批評では、彼が酒に溺れるようになっ
たのはいつ頃からなのか、彼の情事の真相はどうい
ったものなのかというスキャンダル的な側面が、批
評家たちのブランウェルに対する興味を引き起こし
てきた。しかし Neufeldtの編纂したブランウェル作
品集の完成は、彼にまつわるゴシップ的な要素では
なく、人間としての内面、現実を生きる上での難し
さ、そのなかでいかに内省し社会問題への関心を作
品に描いていったのかという、作家としてのブラン
ウェルに対する読者の興味をかきたてることとなる。
21 世紀へと突入する世紀の変わり目になってよう
やくブランウェルの作品研究は始まるのである。 
 1990年代においては、ブランウェルを作家として
みなそうとする批評家と、彼の作品にあまり価値を
見出そうとしない批評家の双方が見られる。前者が
登場してきたという事実は、ブランウェル・ブロン
テの批評史において大きな一歩である。作家として
のブランウェル像が広がっていくということは、堕
落のイメージを伴う彼の人生に対する見方も変化し
ていくことを意味している。Winnifrithはブランウ
ェルの作家としての側面に否定的な見方をしたが、
彼の悪しき素行が姉妹の作品につながった点を指摘
し、その破滅型の人生に意義を見出した。徐々にで
はあるが彼が作家として認められ始めると、今度は
その破滅型の人生の中で、彼自身が何を作品に表現
していったのかを読み取ろうという姿勢が読者に生
まれ、彼の作品の研究へとつながっていくのである。 
 
おわりに 
 
本稿においては、1895年の創刊号から 1999年ま
での『ブロンテ・スタディーズ』におけるブランウ
ェル像の変遷を辿った。近年でこそブランウェル・
ブロンテの研究が盛んになってきてはいるものの、
そもそもブランウェル・ブロンテとは、ブロンテ姉
妹の兄弟に過ぎなかった。地方誌に詩は掲載された
ものの、姉妹とは異なり、作品を本として出版した
経験はなかった。そのような人物が、伝記的記述を
中心として『ブロンテ・スタディーズ』の記事とし
て投稿されてきたということ自体が驚くべきことな
のかもしれない。このように考えてみると、情事、
酒、アヘンによって姉妹を困らせてきたというネガ
ティヴなイメージや様々なスキャンダルがあったか
らこそ、彼は関心を持たれてきたのである。ロビン
ソン夫人との関係に関して、Phyllis Bentleyは以下
のように述べている。 
 
My opinion of the Branwell-Mrs Robinson 
story has varied through the years, as different 
pieces of evidence have seemed from time to 
time to support the truth of this or that item.45) 
 
新たな証拠が出てくるにつれて意見が変わったと
Bentley が述べるように、何が真実であったのかを
断言できないために、様々なブランウェル像が錯綜
しているということこそが、人々のブランウェルへ
の関心を支えてきた。その錯綜するイメージの中で
20世紀の終わりに浮上してきたのが、彼の作家とし
てのイメージである。そして 21世紀に入り、彼の作
品研究がなされていくこととなるのである。 
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年より機関誌が刊行されている。もともとは
Brontë Society Transactions（以下 BTSと表記）
という名前であったが、2002 年より現在の
Brontë Studies（以下BSと表記）に改名された。
本文においては BSTと BSを区別せず『ブロン
テ・スタディーズ』と表記する。 
2）BTS 15:1(1966): 1-10には Donald G. Hopewell
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